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1,問 題 の所在
漱石の 「吾輩は猫である」の主人である苦沙彌先生が,中学の英語の読
本を翻訳して・迷亭に示す ところがある。主人は・ これは名文であ喬と信
じて,「禅坊主が大燈国師の遺誠を読む様な声で」 自分の翻訳を得意気に
読み上げる。
モ と
ケー トは窓から外面を眺める。小児が球を投げて遊んで居る。彼等は
高 く球を空中に榔つ・球は上へ上へとのぼ る。暫 くすると落ちて来 る。
迷亭 にrい や実 に面 白い。 ……凄い ものだ。恐縮 だ……感服の至 りだ よ」
かんちが
と言われ,「 そうほめて くれ ると僕 も乗気になる」 と主人は 「飽迄 も瘡違
ひを して居る」。
私 も語学教師として,苦笑いをしながら苦沙彌先生の行状を,わが こと
に引き比べて読む一人であるが,漱 石が鋭 く謡刺 した語学の先生の姿は,
今 日の語学教師の姿でもある。
それは,学 と芸の共倒れ とい うか,あ るいは,学 以前の 「学者」,芸以
前のr芸術家」としての語学教師の姿である。
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苦沙彌先生は,中学の リー ドルの僅かな英文を,名 文だと思い込んで,
苦心 して訳 してみる。エ ピクテタスの英訳は初めの3頁 でダウンして寝て
しまう。 この先生には,本 当の語学力もなさそうだし,学者としての専門
的知識もなさそ うである。しかもなお,文化人のごとく高尚に見えること
をしゃべ り,、世間ではイソテ リとしてとうっている。
しかし,苦沙彌先生には,学 としての専門がないし,外国語を美事にあ
やつる芸 もない。 くすぶ りかえった書生以上のなにものでもない。
それならば,な ぜ,漱石によって批判され,現 代でも生きている,こ う
した語学教師像が成立して来たのであろうか。それには,日本の語学教育
の歴史の特殊性 と,語学とい 弘 芸と学の両立を要求する分野の特殊性と
の二つの原因が考えられるのであるが,行 き詰っている語学教育への反省
を踏えつつ,こ れ らの問題について考察を進めてみたい。
語学教師は,語 学の達人でなければならないと誰 もが言う。しかし語学
の運用能力は,即 自的知識,す なわち芸であるか ら,学間的鍛錬とは全く
別種の精進が必要である。それは,ス ポーツの技や ピアニス トの練習のよ.
うに,肉 体の修業と感覚の練磨を必要とする芸の完成が目的である。芸は,
没我的でなければならず,理 屈を越えた感性の領域に属している。 ピアニ
ス トが実演を通 じて,音楽の喜ぴと生命を聴 く者に伝 えるように,芸 術家
としての語学教師は,言葉の命とそれを使.う喜びを,活 きた生の形で味わ
い,伝えることが出来なければなら凍はずである。
しかし,大学は,学 問の場であるという建て前がある。 こうした即自的
知識は,論 文にはならず,実 演とい う教育の場でしか活かす ことが出来な
い。そこで,学 者 として立つためには,自 己の芸を客観化し,対 自的な認
識として語学を把え直さねばならない。 しかし,語学が含む全域の問題,
特に語感や文化の問題を対象とする独立した学問領域は,ま だ確立されて
いない。語学のある部分を対象とする,文学や言語学を代用物 として,語
学教師は借 りているけれ ども,多 くの人びとは,純粋に文学研究者になる
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ことにも,言語学者になることにも踏み切れないでいる。
以上のように,語学そのものに内在する性格から,芸 としての語学を充
分身につけることには,学 が邪魔をし,そ うかといって学の確立 も困難で
あるため,学 と芸の共倒れ とい うか,それ以前の現象が結果 されてくる。
しかし,今 までにも,語学とい う感性上の認識を対 自的知識 として定着
させようとした先人たちは居た し,高いレベルの芸を身につけながら,学
の確立にとりくみ,学 と芸の相剋を踏み越えようとして来た先輩 も少数な
がら存在 している。そ うい う人々に注意を払 うことは,こ れか らの語学の
アイデンティテ イの探求にあたって,必要な手続 となろう。
更に,語学の芸 と学 との統一を分裂させて来た歴史的事情を 知 る こ と
も,我 々語学教師の立っている位置を知る上で欠 くことの出来 ないことで
ある。近年歴史的認識が深 まり,r日本英学100年」や富田仁氏のr仏蘭西
学のあけぼの」茂住実男氏のr洋 語教授法史研究」や杉本つ とむ氏のr蘭
語学の成立とその展開」のような書物が現われ,語研でも,木村宗男氏は,
r日本語教育の歴史 と展望」を執筆され,長 谷川隆久氏は,rフランス語教
授法理論の歴史」の研究に着手している。そこで,私 も,これ ら先輩の仕
事に導かれつつ,日本における語学教師像の成立を歴史的に概観 し,苦沙
彌先生のような典型的語学教師が形成されてゆ く過程を明 らかにしてみた
いと思 う。
これは,外 からのアプローチであるので,これ と平行しなが ら,別の章
で,語 学とい う領域の特殊性から生じる,学と芸の共倒れ とい う内在的間
題もあつかって行きたい。しかし,この学 と芸の分裂は,歴史にも係わっ
ているから,このシ リーズのどこかで,そ の二つのアプ・一チの統合を試
みたいと思っている。
2.古 代の帰化人たち
日本の語学教師像の歴史的変遷をあつかうにあたつて,便宜的に次のよ
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うな,時 代区分を もうけておきたい。
?
?
?
?
?
朝鮮人の時代
中国人の時代
ボル トガル人の時代
オランダ人の時代
英独仏人の時代
～7世 紀
8～13世紀
14～16世紀
18～18世紀
19～20世紀
これは,各 時期に影響を与えた外国人から代表的なものを選んで仮に名付
けだのだが,日 本の外国語教師像は,以 上の5つ の時代を通じて形成され
てきた ものである。今回あつか うのは,r朝 鮮人の時代」である。
黎明期の語学教師たちは,主 として朝鮮半島を経由して来た帰化人たち
であった。当時,文化的に劣勢であった 日本は,朝鮮半島の国々の文化的
な植民地であったらしい。本国からはみ出した朝鮮人たちは、7世 紀まで
の長い期間に渡って,日 本に入植し,文化上の指導者となった。
このころの帰化人渡来には,3つ の時代的区分がある。初期の帰化人は,
楽浪文化を持つ,漢 ・魏系のもので,4世 紀後半に入り,第二期の帰化人
は・六朝文化を持つ・南朝鮮系のもので5世 紀後半以後に渡来し,第三期
は,百 済 ・高句麗の亡命者たちで7世 紀半ばに入った。
しんせん
帰化人たちの数は多 く,平安時代に編まれた,人 名系譜録である 「新撰
しようじるま うじ
姓氏録」に よれば,1182の氏のうち約30%が帰化系の氏であったという。
言 うまで もな く,新知識や技術を持った帰化人は,税制上の特権を与えら
れた り,氏姓を与えられた りして政府に優遇 され,官 僚組織の中に組みこ
まれた。
帰化人たちは,政府の文化的 ・経済的要求を満たすため,各技術の監督
のような地位を与えられ中 ・下級官僚とな った。初期の帰化人たちの中か
らは,東 漢(や まとのあや)氏 や秦氏の ように一族をなし発展したものも
出たが,第 二期の帰化人たちは,中流以下の氏である伴造(と ものみやつ
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こ)に属していた。第三期の帰化人は,上流階級の亡命者が多く,帰化し
てか らも上流貴族の待遇を与えられた。
ふひと お さ ねしぱね
これ らの帰化人の中でこの論文に関係があるのは,史や語訳とい う姓を
持つ帰化人たちである。史は,文 語をあつかう文書管理職であ り,語訳は,
ロ語をあつか う通訳であった。 日本語と中国語あるいは日本語と朝鮮語の
文化的衝突は,史 と語訳とい う職人たちの意識の中で,初めて有意味 な認
識となり,これが日本における外国語教育の基礎 となるのである。
史は,フ ミヒト(書人)で あって,外交文書の作成や,租 税徴収の記録
などを行なった。これらは漢文(す なわち中国語)で 書かれたので,史 は
中国語のネ ィテ ィヴ・スピーカーである中国系の朝鮮人が多か った。その
代表的な氏は,東 文(や まとのふみ)氏 と西文(か わちのふみ)氏 である。
東文氏は,文 直(ふ みのあたい)と称 し,応神天皇p皇子に経典を教えた
阿直岐(あ ちき)を祖 とする東漢(や まとあや)氏 から分れた氏であ り,
西文氏は,文 首(ふ みのおびと)と称し,阿 直 岐 の紹介で来 日した王仁
(わに)の 子孫であるといわれている。
これらの史たちは,第 一派の外国人文書管理者として,大陸 との伝達の
接点に立ったが,5世 紀後半になると,今までとは違った南朝系の新 しい
いま
文化を持つ第二波の帰化人がやって来た。 これら新来の技術者たちは,今
き て ひと
来の才伎と呼ばれたが,こ の中には通訳である訳語 も入 っていた。例えば,
目本書紀の雄略天皇七年には,
おおむらじ みごとのり ぐ まとのあやのあたひつか みことおお
是に由 りて,天 皇,大 伴 大連 室屋に 詔 して,東 漢 直 掬 に 命 せ
いまきのあやのすえっ《)二 うくゐ くうっくりけんくO之 か量いん し ら が にしご堕じようあん な こむ お
て,新 漢 陶 部 高貴 。鞍 部 堅貴 。書部因期羅我 ・錦部 定 安那錦 ・謬
ざ しうあん な かみつももはら しもつ まかみの らつ はべ
語卯安那等を,上 桃原 ・下桃原 ・真神原の三所へ遷し居らしむ。
と見 える。
また姓氏録,山 城皇別には,欽 明天皇(552～562)のころに,同 族4人
と国民35人を率れて帰化 し,そ れを喜んだ天 皇はそ の39人を通訳 とした と
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お さ おさ
いう。それが氏姓となって目佐 ・訳 とも書 くようになった とい われ て い
る。
これ らの第二波の帰化人が渡来す るころには,初 めの帰化人たちの知識
は時代遅れ となり,母国語である朝鮮語や中国語の知識 も変質し,史 とし
ての語学力も落ちて来 る。 日本書紀の敏達紀に よれば,570年に高旬麗か
らの上表文の翻訳を命 じられた史たちが三 日た っても,解読できなかった
おまじん に
とあ る。 た だそ の中で王辰繭 だけは,読 み解 くことがで きた ので,敏 達天
皇 は,
いモ じん に よ いましも この
勤しきか な 辰爾。黙きかな,辰爾。汝若 し学ぶ ることを愛 まざらしか
コよ ぺ
ば,誰 か能 く読み解か まし。今 より始めて,殿 の中に近侍 れ。
と王辰爾 を と りたて,初 期の帰化人出身の史 た ちに向 って,
な おお い ウ し
汝等習ふ業,何故か就 らざる。汝等衆しと難 も,辰爾に及かず。
ふねりムひと
と苦言を呈 したという。 この王辰爾は欽明紀の記事から 船史 という新来
の帰化人であることが,ほ ぽ確実なのである。
当時の政府は・時代遅れになった語学力 しか持たない史たちを実務から
いま き て ひと お さ
はず し,新 来 の帰化人 の上司 にした。 したが って新漢の才伎の中の訳語た
ちは,氏 姓 制度に よる官僚組織 の,下 の方に くみ こまれ ることになった.
な ら お さ えみよう
彼 らの中には,通訳の福利や,奈 羅の訳語恵明のように,小野妹子に従っ
て階に留学 した語学関係者 もいた。
訳語の他に,た ぶん通訳 として活躍 した と思われ るのは,外 国からの使
.者などの接待役として登場す る帰化人たちで,古 い ところでは,日本書紀
し らぎ あめのひほ こ
の垂仁紀に,新 羅の王子,天 日槍が来 日した ときに,使者とし て 出む い
やまとのあたいドヒ ぼわヌお ち
た,倭 直 の祖,長 尾市や,下 って,推 古天皇(592-628〕の ころ活躍 した
なにわ り き し こ ラ ち あやのめたい にえ
使者,難 波吉士や,新羅の客の接待を した河内の漢 直 蟄な どがいる。
あたひ
これ ら,史や訳語,(直)な どの姓を持つ帰化人は,外国語の文書管理
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や翻訳,通訳などの仕事を世襲 として行なっていた・
3.当 時の外国語観
以上 の記述か らも,わ か るよ うに,当 時の外国語を通 じての伝達は,帰
化人 のネイテ ィヴ ・ス ピーカーによって行なわれた。帰化人 は,日 本 人 と
混血 す る過程 で,日 本語を身に つけ,母 国語 との二重言語生活者 とな って
行 った のであろ う。
天 皇の崩御の折 には,外 国人 も謙(し のび こどたて まつ)る ことが 多か
ったが,天 武天 皇崩御 の時(686)には,当 時亡命 していた,百 済 王,良 虞
が謙 った とあ る。 おそ らく,日 本語 で行 なったのであ ろう。
しか し,日 本で生活 していない,朝 鮮 側の弔使は,必 ず しも日本語 に習
いんぎよう
熟 してなか った ようで,允 恭天 皇崩御 の時,
とだらひつかひ みものこと や かへり　 ロ ここ しら き ひと なや こ ほ とウ
新羅の弔 使 等,喪 礼既に関みて 還 る.裳に新羅人,恒 に京城の傍の
みみな ワ ラ ねホ め ことひきさか
耳成 山 ・畝傍山を愛 づ。 則ち琴引坂に到 りて,顧 み て日 く。 「うね めは
くにひと こと ば がれ よニなロえ
や,み みはや」 といふ。 是風 硲の言語を習はず。故,畝 傍山を 誰 りて,
い
うね め と謂ひ,耳 成 山を託 りて,み み と謂 へ らくのみ。
(日本書紀巻十三)
やまとのうまかいべ うね め
この結果,一 緒に居た 倭 飼 部 が,r新羅の人間が采女と通 じた」と聞き
違えて,捕 えて尋問したとい う。す ぐに誤解はとけたが・新羅は,大 いに
恨んで,貢物の品や船の数を以後減 らしたという。 これなど,外交官の語
学力の低さが,外交問題に迄発展 した最古の記録であろ う。
外国語が帰化人に,ま かされていたためか,外 国語は,日本人にとって,
鳥のさえず りのような雑音であって,日本人が熱心に注意を向けたという
記録はない。
こと
万葉の巻二199の人麿の長歌に,r言さへ く百済の原」という表現があ
から
るが,こ れは韓 や,百 済 にか か る枕詞 で,サ ヘ クはサヘズ リと同根 だ と言
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う。 つ ま り意味のわか らない言葉をぺ ちゃ くちゃしゃべ るのがr言さへ く」
であ る。
ぎ びの あ まのあたいはしま
また,日 本書紀の敏達紀十二年には,吉備海部直羽嶋が・百済に行った
からのめのこ からさえず り い あ
とぎ,韓 婦 が,r韓 語」を用 いてr汝 が根 を,我 が根の内に入れ よ」 と言
った とあ る。
と くに
いずれも,朝鮮語を外つ国のわけのわか らぬ言葉として把えた表現で昂
って,興 味ある対象 としての記述ではない。
日本人が,外 国語に対して,無関心であったのは,お そらく,日本人の
ニとだま
言語観に もよるであろ う。それ は,言 は事 な りとい う言霊思想で ある。
ことだま
万葉集には,言霊とい う語が三例ある。
ナめがみ
神代 より言ひつてけらく そらみつ 大和の国は,皇 神の いつ くしき
さき
国 言霊 の幸 きはふ国 と 語 り継 ぎ 言ひ継がひけ り……(巻 五894〉
や そド ゆふ け うら り
言魂 の八十 のちまたに夕 占問ふ 占ただに告れ 妹 に相寄らむ。
(巻十一2506)
さき
敷島の大和の国は言霊の助 くる国ぞ,幸 くあ りこそ(巻 十三3254)
いずれ も日本は言魂の力の,あ まね く働いている国で,それにより守られ
ているという考えを歌っている。言霊思想は,事物≧,口 にする言葉とが
同一視され,人の傷つ くことは名が傷つ くことであり,実の名を女性が告
まることは,身をまかせることであるとい うような原始的な信仰に基づ く
考えかたである。
言と事の同一視は,不 吉なことを言えば,そ れが事 として実現するとい
う考えを生み,忌 しい言辞や,放 言(コ トアゲ)な どに関するタブーを生
む ようになった。このような原始的な考えを持つ古代日本人にとって,外
国語とい うえたいの知れぬ言葉を口にすることは,か ならずしも容易では
なかったであろう。これは想像にすぎねが,は っきり意味のわからない言
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葉を学ぶことに対する漠然 とした怖れの ようなものがあったかもしれない。
言霊思想の背景にあるのは,人間の内部(言 葉)と外部(自然)と が未
　
分化 な状態 であ る。 つ ま り言葉 自体をそれが指示 している事物か ら独立 さ
せ て学 習した り,運 用 した りす る姿勢は ここか らは出て来 に くい。
これに関連 して興味 のあ ることは,日 本の神話では,詩 とか,歌 が,神
格 として対象化 され ていない ことであ る。ギ リシア神話 にあ るよ うな ムー
サや アポ ・神の ような詩の神様は出て こない。逆 に,古 事記 に出て くる神
やまとたける みニと
々は,い ず れ も,自 ら歌を作 る、 倭 達 の命な ど,乱 暴 な神様で,今 で言
えば一種 の非行青年だが,年 を とると,歌 な どを作 るようにな る。
これに反 して,ギ リシア神話 の神 々が作 った紀記歌謡にあた るようなも
のは ない。詩は,対 象化 され た,ム ーサや アポ ・の力を外 か ら得た人間 の
詩人が歌 うものであ って,独 立 した神格を与え られている。そ して,外 か
ら来 る,詩 のデーモ ンに取 り悪かれた状態で,詩 人は歌 うか ら,エ クス タ
シー とか入神(エ ンシ ュージアズム)と かい う発想 も出て くるのであ る。
ギ リシアの場 合 も,言 は事 な りとい う発想がな くはないのであ って,神
話 の世 界の神々は,自 然の事物を表 わす名 前を帯 びてい る。 しか し,こ れ
ら男性名詞 か,女 性名詞で表わ され る 自然神の世界 とは別に,ギ リシア人
は,中 性名詞に よる哲学的思考の世界を持 っている。ギ リシア古代の哲学
'
者たち は,世 界の生成を生殖 の原理 によ って説 明す る神話 とは別 に,四 原
素を物質 の基底 とす る哲学 も考 えていた。
むろん,日 本で もイ ン ドや中国の思想が輸入 され,空 海 の ような偉大 な
哲学 者がやがて出 るが,7世 紀 ぐらいまでの時期におけ る土着 の 日本的思
考 は・言葉を事物 か ら切 りはなして,抽 象的、思考を充 分育 てるまでには至
らなか った よ うであ る。
この よ うな言語観 が,支 配的 であ るときに,朝 鮮人か ら朝鮮語 を,中 国
人 か ら中国語を切 り離 して,言 語の体系 として把 え,外 国語教育を行な う
な どとい う発想は育 ちに くか ったであろ う。言は事である とい う観点に立
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てば,外 国語は外国人であ り,その伝承は,血を通 じてしか行なわれなか
ったのでばなかろうか。したがって,外国語関係の仕事は,帰化人の世襲
となっていたのである。
しかし,一方で,話者と言語の不可分性が破られる契機も胚胎してくる。
それは,二重言語生活者の意識の中で,漢 字によって日本語を表現 しよう
とした際に起きた抵抗感であるD
言うまで もなく,中国語と日本語は文法組織が異なってお り,日本語を
ムひと
表記しようとする場合,当時の史たちは,必ずその違いに気付かざるを得
なかったはずである。中国語には,日 本語のように動詞や形容動詞の語尾
変化にあたる部分がない。 日本語は,有 意味な語幹と,それだけでは無意
味な変化語尾 との結合した形から出来ていることは今なら常識であるが,
当時,漢 字を 日本語の表記に使ってみて,それは始めて発見 された 日本語
の特性であったはずである。
当時の人々は,漢文で書いたが,漢 文には日本語の送 り仮名にあたるも
のがなく,ち ょうど漢文は,日 本語から語幹だけを拾い上げて語順を変え
くだ
て並べた よ うな ものであ った。当然 これを,日 本語 に 「砕 く」努 力が なさ
ゆ り と せんみよう
れた。祝詞や宣 命 を記した独特のスタイルである宣命体は,助辞などを,
小さな漢字にして送 り仮名にする努力が払われている。
また,万葉巻十九4175及ぴ4176の歌は大伴家持の詠んだものであるが,
漢字だけで記された歌の注に,「セノハの三語を入れない」 とか 「モノハ
テニヲの六語を入れない」と断 ってある。これなども,日本語文法開眼の
記念碑的な例であろう。
同じようなことへの言及として有名な古事記の序文がある。
ことは こころ すなお
上古の時,言 意 並ばに朴にして,文を敷き旬を構ふること,字 に於 き
かた ナで よ ことぽ およ ぼた
て即ち難し。巳に訓に因 りて述べたるは,詞 心に逮ばず,全 く音を以ち
ある
て連ねた るは,事 の趣更 に畏 し。是 を以 ちて今,或 は一 句の中に,音 訓
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しる
を交へ用 ゐ,或 は一事 の内 に,全 く訓 を以 ちて録 しね。即 ち,辞 理の見
カじた もしきよう さと やナ
え巨 ぎは,注 を以ちて明らかにし,意況の解 り易きは,更 に注せず。
安万侶は,こ こで,日本語の単語と,表意文字である漢字が,一義的には
結合しないことに気付いている。漢字の持つ表意性が,日本語の音を表記
する場合に邪魔になるのである。
日本語の中国文字による表記とい う作業は,必 然的に異文化の衝突,異
なる言語体系との照 し合いという結果を生んだはずである.そして,こ の
認識が進んでゆけば,日 本語 と異なる中国語は,外 国語として対象化され・
学習されなければならないという認識に至っても良 く,語学教育も,ここ
か ら始 まったかもしれなかったのである。しかし,実際は,そ うならなか
った。外国語学習には欠 くことの出来殿,文 法書も,目辞書も,この時代に
は作られなかったからである。
おそらく,中国語を,日 本語と対置して,客観化し,対象化するプρセ
スが,ど こかで挫折したためと思われるが,次 の よ うなことが考えられ
る。
中国語が外国語として客観的に認識されるためには,そ の対立物として,
日本語側に中国語と同じくらい成熟度の高い言語体系と豊富な語彙を予定
しなけれぱならない。 目本語の側に対立物を欠いている場合は,中国語を
生のまま受容してい く他ない。つまり,日本語が欠けている部分について
は,中 国語 との同一化が起るわけで,客 体化は不完全なままに終ってしま
う。
ヨー・ヅパで も一古 くからラテマ語が学ぱれていたが,ヨ ーβヅパ諸国
の国語の文化程度が低い間は,ラ テソ語は外国語 として意識されず,実用
的共通語であ り,インテ リにとっては第二の母国語であった。しかし,ナ
ショナ リズムの高まりと共に,母国語が豊かにな り,ラテン語に対立する
ようになると,初めて,ラテン語は,自 分たちの外にある外国語 として意
識 され始め,自分たちの生活の一部であ った中世 ラテン語が捨てられ,正
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則の古典ラテソ語にもどって,丈典を編み,研究 もし学習もするようにな
る。他の外国語に対して興味が向ぎ,翻訳 ブームなどが起きたのも,この
時期で,母 国語の独立と自覚が,外 国語の認識 と外国語教育の基礎である
ことを示している。
明治期に日本が西洋文化を迅速に解しうるだけの語学力を持 って"た の
は・ 日本語が充分成熟 していて,西洋語の対立物た り得たからではあるま
いか。文明開化初期に,そ のまま日本語に入った英語は比較的 少 な く,
「言海」には73語しかない。
戦後の語学力低下の原因は,い ろいろあるが,筆 者の偏見によれば,敗
戦によって,文化的アイデ ンティティを見失 った 日本語が』米語から空前
の借用語を取 り入れて,西 洋化 し,西洋語の明確な対立物た り得な くなっ
てしまったためではないか と思 う。
古事記や 日本書紀の時代に,中 国語を専 ら,一種の日本語である漢文と
して読 んだことは,あ る意味で現代に通 じる現象であ る。 当時,日 本語
は,中 国語の対立物 として,独立 した言語た りえなか った。あ まりに語彙
ニとぱニこる ナなお
が貧しく観念も幼稚であった。安万侶が序文でr言 意 並ぴに朴にして」
と言 うのは,その事情を伝えている・その結果彪大な量 の中国語 がそ の
まま日本語に移入された。半分中国語化した 日本語をものさしとしてあて
てみても,中国語の真の姿は浮び上 ってこない。漢文 とは,中 国語 に,
半分中国語である日本語を もの さしとして計った,言わば歪んだ中国語鍛
である。
こうして,日本に於ける外国語教育は,そ の元始に於て,外国語を客観
化するとい う経験なしにスター トしたのである。 ヨーロッパにおいて,母
国語による文学が確立しなか った ころ,ラテソ語は,客観化 されず,所 謂
破格の中世 ラテγ語に変質 した ように,日 本人の漢文も,和習の混 じった
和化漢文に質が変 って行 った。
これは,異文化の短絡的 日本化であって,異質のものを,歪 めずに理解
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す る態度ではない。しかし,こ うした傾向に対して,中 国人や百済人のネ
ィティヴ ・スピーカーたちに直接接する日本人たち,晴や唐の文化圏に留
学 した学生たち,高麗の僧に直接仏典を習った聖徳太子などを中心 とした
文化運動が現われて くる。 こういう日本人たちは,正 格の漢文を書き残し
ているのだが,彼 らの活躍については,次 回に譲 ることにする・
4,結 語
この時期の特徴を要約すれば,外 国語は徹底してネイティヴ・スピーカ
ーの手に中だね られ,しかも,彼等の地位は時代 とともに低 くなったこと。
外国語を,日 本語 と対置して把える態度は生れに ぐく,専ら,中国語の吸・
収 とい う形で,外 国語との同化が進んだこと。そのために 日本の文化的ア
イデソティティが曖昧にな り,異文化としての外国語を自己と対立させる
契機を失なったことである.
日本人は器用だとよく言われる。しかし外国語の習得に関しては,必ず
しも器用だ とは言われていない。それは,文 化的,言 語的アイデンティテ
ィの問題か ら説明されるように思う。自分のアイデンティティがないから
抵抗な く何で も受け入れることが出来る。その限 りで 日本人は器用である。
しかし,確 固たる交化的アイデソティティを持たぬために,外 国文化の異
質なるものを異質として正確に照 し出す自らの光に欠けるのではなかろう
か、そして,語 学教師が,学 と芸の自立性に欠け るのも,このことと無関
係ではないと考えざるを得ない。
この習性は,実 に日本の語学教師の歴史開開以来受け継がれて来た もの
らしい。しかし,その長い歴史の中で,文 化的 アイデンティティの独立を
模索した語学教師も何人か居たはずであるし・ この習い性 となった文化的
柔軟 さを逆手にとって,我 々のアイデンティテ ィとする試みもなされたは
ずである。
以上のようなことがらを考察しつつ,これか ら日本における語学教師像
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の歴史を辿 ってみたい。それは,
ろ うか ら。
自らの姿を正しく知 る手掛 りにもなるだ
(1976曹5。11)
(語研 助教 授)
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